
平成30年度 近畿ブロック青少年国際交流を考える集い 開催要綱 

 

1．趣旨 

内閣府、近畿ブロック内の地方公共団体等が実施した青少年国際交流事業の既参加者、国際交流に関心のある青

少年等が、事後活動の情報交換を行うとともに、地域、職場等における事後活動の促進、国際交流及び国際親善に

ついての研究協議を行うことにより、青少年の育成、国際交流及び国際親善の促進に寄与することを目的とする。 
 
2．テーマ 

『大阪の過去・現在・未来 ～万博を通してサスティナブル・シティを考える～』 

「インバウンド需要」や「インバウンド消費」などの言葉が当たり前に交わされるようになった昨今、LCC の増

便に伴い、関西国際空港を利用する国際線の外国人旅客数は増加の一途をたどっている。2011年に約276万人だっ

た外国人旅客数は、昨年には1,430万人を超えた。大阪は、関西のインバウンド玄関口とも言われる関西国際空港

を擁し、多くの観光客が訪れる大阪ミナミの「道頓堀」では、日本人よりも外国人観光客の方が多いという光景が、

最近では見慣れたものとなっている。また、大阪は関西の中心に位置することから京都・滋賀・奈良・神戸・高野

山などへの観光拠点とする人達も多い。鉄道を主とするインフラの良さは、大阪が海外の経済雑誌において「世界

の住みやすい都市ランキング」３位と評される要因となっている。このように、地域の国際化が急速に進む社会環

境の中、今、改めて『進歩と調和』の意味をグローバルリーダーシップの視点から考えてみたい。 

大阪は2025年の万博誘致に向けて取り組んでおり、本ブロック大会が行われる11月には開催国が決定する。日

本で最初に開催された1970 年の大阪万博は、その後の大阪の都市整備の礎となった。2025 年の万博では、国連が

掲げる持続可能な開発目標（SDGs）が達成される社会の実現を目指している。SDGsが達成される社会を実現するに

は、異なる価値観や文化について人々が相互理解を深めていく事が不可欠であり、グローバルな視点を持ちながら、

地域に貢献できる人材の育成が重要急務だと考えられる。 

本大会では、講演を通じて万博誘致に関する行政の取組や、大阪の国際化の現状と展望を多くの人々に知っても

らう機会を提供する。分科会では、大阪や日本の風土・歴史・文化について理解を深め、自らの地元の魅力を再認

識するきっかけとなることが期待される。さらに、内閣府の青年国際交流事業の帰国報告や日本青年国際交流機構

（IYEO）、その他の組織・団体の近畿で行われた交流プログラムの活動報告を通して、グローバルな視点をさらに拡

げ、地域に貢献するヒントや刺激を得る機会となることを目指す。 
 
3．主催 

内閣府 

日本青年国際交流機構 

一般財団法人 青少年国際交流推進センター 

大阪府青年国際交流機構 
 
4．後援 

大阪府 
 
5．主管 

平成30年度「近畿ブロック青少年国際交流を考える集い」実行委員会 
 
6．期日 

平成30年11月3日（土）～4日（日） 
 
7．会場 

【会場名】ホテルクレストいばらき 

【会場住所】〒567-0033大阪府茨木市松ヶ本町1-8 【電話番号】072-620-2020 
 
8．参加対象者 

内閣府、各ブロック内の地方公共団体が実施した青少年国際交流事業の既参加者 

国際交流に関心のある青少年等 
 
9．問合せ先 

「近畿ブロック青少年国際交流を考える集い」実行委員会 

E-Mail：2018kinkiblock@gmail.com 

 



申込サイト 

10．参加費 

①全日程参加（講演会＋分科会＋懇親会、シングル1泊2日朝食付） 15,500円 

②１日目 日帰り参加（講演会＋分科会＋懇親会）大学生以上 6,500円 

③１日目 日帰り参加（講演会＋分科会＋懇親会）小学生以上 3,500円 

④１日目 日帰り参加（講演会＋分科会） 500円 

⑤１日目 日帰り参加（講演会のみ） 無料 

⑥２日目 日帰り参加（帰国報告会のみ） 無料 

※振込みをもって、参加申し込みの完了とします。分科会ごとの交通費・参加費については、別途必要。 

※①全日程参加については、シングル30室のみの為、先着順とします。 

※小学生未満は、②～⑥の日程において参加費無料。①についてはご相談下さい。 
 
11．参加申し込み 

下記申込サイトから10月 29日(月)までにお申し込み下さい。 

【申込サイト】https://goo.gl/forms/1A7CBzdNlwOf0H1k1 

【振込先】 振込期限：10月 29日(月) 

ゆうちょ銀行 四〇八支店 普通預金 1840137 大阪IYEO（オオサカアイワイイーオー） 

 

※振込の際には、上記①～④の参加費のみをお振込み下さい。 

分科会・地域理解研修の参加費については、当日、現金にて徴収させていただきます。 

※振込手数料は、各自ご負担下さい。基本、キャンセルは受け付けません。 
 
12．日程 

第1日目 11月3日（土） 

10：30～12：00 国際交流事業関係者連絡会議 

12：00～12：30 受付 

12：30～12：45 開会式 

 12：45～13：45 基調講演「博覧都市大阪 1970年万博から2025年国際博に向けて」 

大阪府特別顧問／大阪市特別顧問  橋爪 紳也 氏 

 14：00～17：30 分科会：テーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」を探す 

① 座談会（みんなで一緒にロールプレイ！） ～私たちが出来ることを考える～ 

② NEXCO西日本「茨木技術研修センター」の見学を通じて ～安心・安全第一のインフラ技術～ 

③ 史跡ガイド茨木童子組による散策 ～地域の歴史文化の活かし方～ 

④ サントリー山崎蒸留所見学と名水の里散策 ～水の恵みを考える～ 

※定員のある分科会は、定数に達し次第締め切らせていただきます。 

 18：30～20：30 懇親会 
 
第2日目 11月4日（日） 

9：30～11：00 帰国報告会 

11：00～11：30 閉会式 

11：45～16：30 地域理解研修（オプショナル） 
 
13．実行委員会 

実行委員長 小松 陸 第24回 国際青年育成交流（2017年度） 池田市 
副実行委員長 才木 瞳美 第23回 国際青年育成交流（2016年度） 大阪市 
事務局長 岩井 美紀江 第14回 世界青年の船（2001年度） 堺市 
委  員 伴場 森一 ｼｯﾌﾟ･ﾌｫｰ･ﾜｰﾙﾄﾞ･ﾕｰｽ･ﾘｰﾀﾞｰｽﾞ（2016年度） 大阪市 
委  員 川井田 麻美 第35回 東南アジア青年の船（2008年度） 東大阪市 
委  員 野田 夏帆 第20回 世界青年の船（2007年度） 大阪市 
委  員 大津 良枝 第27回 青年海外派遣（1985年度） 高槻市 
委  員 田中 一彰 第20回 日中青年親善交流（1998年度） 吹田市 
委  員 永松 仁 第15回 日韓青年親善交流（2001年度） 大阪市 
委  員 宮嶋 愛弓 第23回 世界青年の船（2010年度） 枚方市 
委  員 唐井 優希 第23回 国際青年育成交流（2016年度） 池田市 
委  員 堀田 幸平 平成29年度世界青年の船（2017年度） 茨木市 
委  員 泉川 明香 平成29年度世界青年の船（2017年度） 大阪市 
委  員 大西 里奈 第24回 世界青年の船（2011年度） 八尾市 
委  員 岩井 映里香 第22回 世界青年の船（2009年度） 堺市 
委  員 後藤 聡子 第13回 世界青年の船（2000年度） 兵庫県川西市 


